
(57)【要約】

【課題】２つの筐体によるスライド式携帯通信端末にお

いて、スライド中に各筐体の合わせ面におけるキーが不

測に押されてしまったとき、誤動作しないようにする。

【解決手段】表面１ａにサブキー操作部４を有する第１

筐体１と、表面２ａにキー操作部３を有する第２筐体２

とを、第１筐体１の裏面と第２筐体２の表面２ａとが合

わさるようにして凸部１１と凹部１２の嵌合によりスラ

イド可能に連結し、第１筐体１と第２筐体２とを重ねた

収納状態でロックするロックボタン９とロック爪９ａを

設け、そのロック解除動作を検出してサブキー操作部４

及びキー操作部３からのキー入力の受付を禁止するよう

にする。また、ロック解除後、第１筐体１と第２筐体２

とが所定ストロークをスライドして伸長状態になったこ

とをセンサ１０で検出したとき、上記キー入力の受付禁

止を解除する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 上 部 筐 体 と 第 ２ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 下 部 筐 体 と が ス ラ イ ド 可
能 に 構 成 さ れ た 携 帯 端 末 に お い て 、
前 記 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 と を 重 ね た 収 納 状 態 で 両 筐 体 を ロ ッ ク 及 び そ の 解 除 を 行 う ロ ッ ク
手 段 と 、
前 記 ロ ッ ク 手 段 の ロ ッ ク 解 除 動 作 を 検 出 す る ロ ッ ク 解 除 検 出 手 段 と 、
前 記 ロ ッ ク 解 除 検 出 手 段 の 検 出 に 応 じ て 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力
の 受 付 を 禁 止 す る 入 力 禁 止 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 と が 前 記 収 納 状 態 か ら 所 定 ス ト ロ ー ク を ス ラ イ ド し た 伸 長 状 態 に
あ る こ と を 検 出 す る 伸 長 状 態 検 出 手 段 を 設 け 、
前 記 入 力 禁 止 手 段 は 、 前 記 収 納 状 態 の ロ ッ ク 解 除 が 検 出 さ れ て か ら 前 記 伸 長 状 態 検 出 手 段
に よ り 伸 長 状 態 が 検 出 さ れ る ま で 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付
を 禁 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ３ 】
所 定 時 間 を 計 時 す る 計 時 手 段 を 備 え 、
前 記 入 力 禁 止 手 段 は 、 前 記 収 納 状 態 の ロ ッ ク 解 除 が 検 出 さ れ て か ら 前 記 計 時 手 段 が 前 記 所
定 時 間 を 計 時 す る ま で 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 上 部 筐 体 と 第 ２ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 下 部 筐 体 と が ス ラ イ ド 可
能 に 構 成 さ れ た 携 帯 端 末 に お い て 、
前 記 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 と を 所 定 ス ト ロ ー ク を ス ラ イ ド し た 伸 長 状 態 で 両 筐 体 を ロ ッ ク 及
び そ の 解 除 を 行 う ロ ッ ク 手 段 と 、
前 記 ロ ッ ク 手 段 の ロ ッ ク 解 除 動 作 を 検 出 す る ロ ッ ク 解 除 検 出 手 段 と 、
前 記 ロ ッ ク 解 除 検 出 手 段 の 検 出 に 応 じ て 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力
の 受 付 を 禁 止 す る 入 力 禁 止 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 上 部 筐 体 と 下 部 ２ 筐 体 と が 重 な っ た 収 納 状 態 に あ る こ と を 検 出 す る 収 納 状 態 検 出 手 段
を 備 え 、
前 記 入 力 禁 止 手 段 は 、 前 記 伸 長 状 態 の ロ ッ ク 解 除 が 検 出 さ れ て か ら 前 記 収 納 状 態 検 出 手 段
に よ り 収 納 状 態 が 検 出 さ れ る ま で 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付
を 禁 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ６ 】
所 定 時 間 を 計 時 す る 計 時 手 段 を 備 え 、
前 記 入 力 禁 止 手 段 は 、 前 記 伸 長 状 態 の ロ ッ ク 解 除 が 検 出 さ れ て か ら 前 記 計 時 手 段 が 前 記 所
定 時 間 を 計 時 す る ま で 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 そ れ ぞ れ キ ー 操 作 部 を 有 す る ２ つ の 筐 体 を ス ラ イ ド 式 に 連 結 し た 携 帯 通 信 端 末
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
最 近 の 携 帯 電 話 機 等 の 携 帯 端 末 は 、 折 り 畳 み タ イ プ に 代 表 さ れ る よ う に 、 ２ つ の 筐 体 で 構
成 さ れ る も の が 主 流 に な っ て い る 。 一 方 で は 、 携 帯 端 末 の 機 能 も 飛 躍 的 に 向 上 し 、 単 な る
携 帯 型 電 話 か ら Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ｓ ） 的
な 使 い 方 が 重 要 視 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 そ の 場 合 、 折 り 畳 み タ イ プ で は 、 折 り 畳
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ん だ と き （ 収 納 時 ） に 表 示 用 の Ｌ Ｃ Ｄ （ Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ
） が 、 ２ つ の 筐 体 の 合 わ せ 面 側 に 向 い て し ま い 、 表 示 面 が 見 え な く な る と い う 問 題 が 出 て
き て い る 。 こ の よ う に 携 帯 電 話 機 を Ｐ Ｄ Ａ 的 な 使 い 方 を す る と い う よ う な ラ イ フ ス タ イ ル
の 変 化 に 応 じ て 、 携 帯 端 末 も 折 り 畳 み タ イ プ か ら 、 収 納 時 に も 表 示 用 の Ｌ Ｃ Ｄ が 表 面 に 出
て い る よ う な 構 造 に 変 わ り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 従 来 よ り 折 り 畳 み タ イ プ や ス ラ イ ド タ イ プ の 携 帯 端 末 に お い て 、 使 用 者 の 意 図 し な
い 場 面 で ボ タ ン が 不 測 に 押 さ れ て 誤 動 作 す る こ と を 防 止 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 そ の
一 つ と し て 、 薄 い ２ つ の 筐 体 が 収 納 時 に 外 部 か ら の 力 に よ り 撓 ん だ 場 合 に 、 ２ つ の 筐 体 の
合 わ せ 面 に あ る 操 作 キ ー が 誤 っ て 押 さ れ て し ま う こ と を 防 止 す る よ う に し て い る 。 ま た 、
単 な る 電 話 機 の キ ー ロ ッ ク に 関 す る 技 術 を 開 示 し て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ６ － ４ １ ２ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の 技 術 で は 、 ス ラ イ ド タ イ プ の 場 合 、 開 閉 操 作 に 際 し て 筐 体 を ス ラ イ
ド さ せ て い る 途 中 で 、 ２ つ の 筐 体 に 配 置 さ れ た 操 作 キ ー が 不 測 に 押 さ れ て し ま う 虞 が あ る
と い う 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 ス ラ イ ド タ イ プ の 携 帯 端 末 を ス ラ イ ド さ せ る と き は 、 通 常 は 上 部 の 筐 体 の 表 面 に 指
を 当 て て 、 そ の 指 を 押 し た り 引 い た り し て ス ラ イ ド さ せ る が 、 こ の と き 指 が 上 部 筐 体 の 表
面 の 操 作 キ ー を 誤 っ て 押 し て し ま う こ と が あ っ た 。 こ の 場 合 、 誤 っ て 文 字 を 入 力 し た り 、
カ ー ソ ル が 移 動 し た り 、 オ フ フ ッ ク し て し ま っ た り な ど 、 厄 介 な こ と に な る と い う 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 ス ラ イ ド 中 に 不 測 に キ ー 操 作 が な さ れ て 誤
動 作 す る こ と を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 携 帯 端 末 は 、 第 １ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 上 部 筐
体 と 第 ２ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 下 部 筐 体 と が ス ラ イ ド 可 能 に 構 成 さ れ た 携 帯 端 末 に お い て
、 前 記 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 と を 重 ね た 収 納 状 態 で 両 筐 体 を ロ ッ ク 及 び そ の 解 除 を 行 う ロ ッ
ク 手 段 と 、 前 記 ロ ッ ク 手 段 の ロ ッ ク 解 除 動 作 を 検 出 す る ロ ッ ク 解 除 検 出 手 段 と 、 前 記 ロ ッ
ク 解 除 検 出 手 段 の 検 出 に 応 じ て 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付 を
禁 止 す る 入 力 禁 止 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に よ る 携 帯 端 末 は 、 第 １ キ ー 操 作 手 段 を 有 す る 上 部 筐 体 と 第 ２ キ ー 操 作 手 段
を 有 す る 下 部 筐 体 と が ス ラ イ ド 可 能 に 構 成 さ れ た 携 帯 端 末 に お い て 、 前 記 上 部 筐 体 と 下 部
筐 体 と を 所 定 ス ト ロ ー ク を ス ラ イ ド し た 伸 長 状 態 で 両 筐 体 を ロ ッ ク 及 び そ の 解 除 を 行 う ロ
ッ ク 手 段 と 、 前 記 ロ ッ ク 手 段 の ロ ッ ク 解 除 動 作 を 検 出 す る ロ ッ ク 解 除 検 出 手 段 と 、 前 記 ロ
ッ ク 解 除 検 出 手 段 の 検 出 に 応 じ て 少 な く と も 前 記 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付
を 禁 止 す る 入 力 禁 止 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 と が 収 納 状 態 で ロ ッ ク さ れ て い る と き 、 そ
の ロ ッ ク 解 除 動 作 が 検 出 さ れ 、 収 納 状 態 か ら 伸 長 状 態 に ス ラ イ ド さ れ 始 め る と 、 少 な く と
も 第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付 が 禁 止 さ れ る の で 、 ス ラ イ ド 中 に キ ー が 誤 っ て
押 さ れ て も 、 そ の キ ー 入 力 を 無 効 に す る こ と が で き る の で 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 と が 伸 長 状 態 で ロ ッ ク さ れ て い る と き 、 そ の
ロ ッ ク 解 除 動 作 が 検 出 さ れ 、 伸 長 状 態 か ら 収 納 状 態 に ス ラ イ ド さ れ 始 め る と 、 少 な く と も

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-51417 A 2005.2.24



第 １ キ ー 操 作 手 段 か ら の キ ー 入 力 の 受 付 が 禁 止 さ れ る の で 、 ス ラ イ ド 中 に キ ー が 誤 っ て 押
さ れ て も 、 そ の キ ー 入 力 を 無 効 に す る こ と が で き る の で 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 と 共 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る ス ラ イ ド 式 携 帯 端 末 の 収 納 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 伸
長 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
図 １ 、 図 ２ に お い て 、 １ は 携 帯 端 末 の 第 １ 筐 体 （ 上 部 筐 体 ） 、 ２ は 第 １ 筐 体 １ と ス ラ イ ド
可 能 に 連 結 さ れ た 第 ２ 筐 体 （ 下 部 筐 体 ） で あ る 。 図 １ の 収 納 状 態 か ら 第 １ 筐 体 １ を 矢 印 Ａ
方 向 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 図 ２ の 伸 長 状 態 に な り 、 こ の 伸 長 状 態 か ら 第 １ の 筐 体
１ を 矢 印 Ｂ 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 図 １ の 収 納 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 １ 筐 体 １ の 表 面 １ ａ に は 、 着 信 用 表 示 部 ７ 、 受 話 ス ピ ー カ ８ 、 表 示 部 ６ 、 サ ブ キ ー 操 作
部 ４ 等 が 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 筐 体 ２ の 表 面 ２ ａ に は 、 キ ー 操 作 部 ３ 、 マ イ ク 部 ５ 、 ロ ッ
ク 爪 ９ ａ 、 伸 長 状 態 に な っ た こ と （ ス ラ イ ド ス ト ロ ー ク エ ン ド ） を 検 出 す る セ ン サ １ ０ 等
が 配 置 さ れ 、 側 面 に は ロ ッ ク ボ タ ン ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ 、 第 ２ 筐 体 １ ， ２ を ス ラ イ ド さ せ る 機 構 と し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ 筐 体 ２ の 表
面 ２ ａ の 端 部 に 凸 部 １ １ を 設 け る と 共 に 、 第 １ 筐 体 １ の 図 示 さ れ な い 裏 面 （ 表 面 １ ａ に 対
す る 裏 面 ） に 凹 部 １ ２ を 設 け 、 こ れ ら の 凹 凸 嵌 合 に よ り 矢 印 Ａ ， Ｂ 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に
な さ れ て い る 。 尚 、 こ の ス ラ イ ド 機 構 の 具 体 的 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例
え ば 凸 条 と 溝 と の 嵌 合 等 、 他 の 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に お い て 、 第 ２ 筐 体 ２ の ロ ッ ク 爪 ９ ａ （ 図 ２ ） が 、 第 １ 筐 体 １ の 対 応 す る 面 に 設 け ら
れ て い る ロ ッ ク 爪 受 け 部 （ 図 示 せ ず ） に 係 合 す る こ と に よ り 、 第 １ 筐 体 １ を 収 納 状 態 に ロ
ッ ク す る よ う に し て い る 。 ま た 、 こ の ロ ッ ク 状 態 で 、 第 ２ 筐 体 ２ の 側 面 に 設 け ら れ て い る
ロ ッ ク ボ タ ン ９ を 押 し 込 む と 、 こ れ と 連 動 し て ロ ッ ク 爪 ９ ａ が 動 き 、 前 記 ロ ッ ク 爪 受 け 部
か ら 外 れ て ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 に な る 。 こ の 状 態 か ら 最 大 ス ト ロ ー ク
を ス ラ イ ド し て ス ラ イ ド エ ン ド に 達 す る と 、 図 ２ の 伸 長 状 態 と な る 。 尚 、 図 示 し な い が 、
こ の 伸 長 状 態 を ロ ッ ク し 、 解 除 す る た め の ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ て い る も の と す る 。 こ の
伸 長 状 態 の ロ ッ ク 機 構 と し て は 、 簡 単 な ク リ ッ ク 機 構 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
キ ー 操 作 部 ３ は 、 各 種 操 作 指 示 を 行 う た め の も の で 、 少 な く と も 電 話 番 号 や 文 章 入 力 に 必
要 な テ ン キ ー 、 発 着 信 ボ タ ン 、 機 能 選 択 キ ー （ フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー ） な ど の 各 種 ボ タ ン 及
び 操 作 キ ー が 設 け ら れ て い る 。 サ ブ キ ー 操 作 部 ４ は 、 主 に 収 納 状 態 で 必 要 と さ れ る 各 種 操
作 キ ー が 配 置 さ れ て い る 。 例 え ば 、 収 納 状 態 で も 電 話 の 着 信 を 受 け た い 場 合 は 、 着 信 ボ タ
ン を 配 置 し た り 、 メ ニ ュ ー 項 目 を カ ー ソ ル 選 択 す る ジ ョ グ キ ー を 配 置 し た り 、 あ る い は 必
要 に 応 じ て ユ ー ザ 側 で キ ー の 機 能 を 割 り 付 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
表 示 部 ６ は Ｌ Ｃ Ｄ （ Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） か ら な り 、 電 話 番
号 の 表 示 や メ ニ ュ ー 画 面 な ど の 表 示 を 行 う 。 着 信 用 表 示 部 ７ は 、 着 信 が あ っ た 時 に 点 灯 ／
点 滅 し て ユ ー ザ に 着 信 を 報 知 す る 。 こ の 着 信 用 表 示 部 ７ は 、 着 信 が あ っ た と き に で き る だ
け 携 帯 端 末 の ど の 面 を 見 て も ユ ー ザ が 気 付 く よ う な 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 構 造 の ス ラ イ ド 式 携 帯 端 末 は 、 ス ラ イ ド す る こ と に よ り 全 体 の 形 状 が 変 わ る こ
と か ら 考 え て 、 図 １ の 収 納 状 態 は 、 手 書 き 入 力 す る こ と を 前 提 に し た Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ
ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ｓ ） 的 な 使 い 方 が 重 視 さ れ 、 図 ２ の 伸 長 状
態 は 、 携 帯 電 話 的 な 使 い 方 が 実 用 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 携 帯 端 末 の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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図 ３ に お い て 、 ２ １ は 全 体 を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ ， ２ ２ は 外 部 と 通 信 を 行 う 通 信 部 、 ２ ３ は 通
常 の 携 帯 電 話 機 及 び Ｐ Ｄ Ａ の 各 機 能 を 有 す る 携 帯 電 話 機 Ｐ Ｄ Ａ 機 能 部 、 ２ ４ は プ ロ ラ ム 等
を 格 納 す る Ｒ Ｏ Ｍ ， 作 業 用 Ｒ Ａ Ｍ 等 を 含 む メ モ リ で あ る 。 ２ ５ は 前 記 キ ー 操 作 部 ３ 及 び サ
ブ キ ー 操 作 部 ４ を 含 む 操 作 部 、 ２ ６ は 前 記 ロ ッ ク ボ タ ン ９ 、 ロ ッ ク 爪 ９ ａ 及 び ロ ッ ク 爪 受
け 部 か ら な る 収 納 状 態 の ロ ッ ク 機 構 及 び 前 記 伸 長 状 態 の ロ ッ ク 機 構 を 含 む ロ ッ ク 機 構 ２ ７
の ロ ッ ク 状 態 及 び そ の 解 除 を 検 出 す る ロ ッ ク ・ 解 除 検 出 部 、 ２ ８ は ロ ッ ク 機 構 ２ ７ 又 は セ
ン サ １ ０ の 動 作 に 基 づ い て キ ー 操 作 入 力 の 受 付 禁 止 及 び そ の 解 除 を 行 う キ ー 入 力 受 付 禁 止
部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 携 帯 端 末 で は 、 収 納 状 態 と 伸 長 状 態 の ど ち ら で も 操 作 可 能 で あ る 必 要 が あ る 。 特 に サ
ブ キ ー 操 作 部 ４ は 収 納 状 態 で 使 用 さ れ る が 、 収 納 状 態 か ら 伸 長 状 態 に ス ラ イ ド さ せ る た め
に 、 第 １ 筐 体 １ を 指 で 押 し 出 す 際 に サ ブ キ ー 操 作 部 ４ に 指 が 掛 か り や す く 、 こ の と き 不 測
に キ ー が 押 さ れ て 誤 操 作 が な さ れ 、 入 力 、 選 択 等 の 誤 動 作 を 起 こ す こ と が 想 定 さ れ る 。 ま
た 、 収 納 状 態 か ら 伸 長 状 態 に 、 及 び 伸 長 状 態 か ら 収 納 状 態 に ス ラ イ ド 中 に 、 第 １ 筐 体 １ の
裏 面 も し く は ユ ー ザ の 指 が キ ー 操 作 部 ３ の キ ー を 不 測 に 押 し て し ま う 惧 れ も あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な キ ー の 誤 操 作 に よ る 誤 動 作 を 防 止 す る た め に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ロ ッ
ク ボ タ ン ９ を 押 し 込 ん で ロ ッ ク が 解 除 さ れ た と き の ロ ッ ク ボ タ ン ９ 又 は ロ ッ ク 爪 ９ ａ の 動
き を 検 出 し 、 キ ー 操 作 部 ３ 、 サ ブ キ ー 操 作 部 ４ か ら の キ ー 入 力 受 付 を 禁 止 す る よ う に し て
い る 。 ま た 、 第 ２ 筐 体 ２ に 設 け ら れ て い る セ ン サ １ ０ に よ り 伸 長 状 態 を 検 出 す る こ と で キ
ー 入 力 禁 止 を 解 除 し 、 キ ー 操 作 部 ３ 、 サ ブ キ ー 操 作 部 ４ か ら の キ ー 入 力 を 受 け 付 け る よ う
に し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
尚 、 セ ン サ １ ０ で は な く 、 ロ ッ ク ボ タ ン ９ 又 は ロ ッ ク 爪 ９ ａ の 動 作 を 検 出 し て か ら 所 定 時
間 後 に キ ー 操 作 部 ３ 、 サ ブ キ ー 操 作 部 ４ の 入 力 を 受 け 付 け る よ う に し て も よ く 、 あ る い は
こ れ ら を 併 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 伸 長 状 態 を 感 覚 的 に 知 ら せ る ク リ ッ ク 機 構
を 設 け る こ と が 考 え ら れ る が 、 そ の 場 合 、 ク リ ッ ク 機 構 に 連 動 す る ス イ ッ チ 等 の セ ン サ を
ロ ッ ク ・ 解 除 検 出 手 段 と し て 設 け て よ い 。 ス ラ イ ド 構 造 の 場 合 、 一 度 誤 っ て キ ー を 押 す と
伸 長 す る ま で 、 若 し く は 伸 長 し て も 押 し て い る こ と が あ る の で 、 所 定 時 間 入 力 を 禁 止 す る
こ と に よ り 、 誤 入 力 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 逆 に 伸 長 状 態 か ら 収 納 状 態 に ス ラ イ ド す る 場 合 は 、 第 ２ 筐 体 ２ の セ ン サ １ ０ が 伸 長
状 態 で な い こ と を 検 出 す る こ と で ス ラ イ ド 動 作 を 検 出 し 、 キ ー 操 作 部 ３ 、 サ ブ キ ー 操 作 部
４ の 入 力 受 付 を 禁 止 す る 。 前 記 ク リ ッ ク 機 構 を 設 け る 場 合 は 、 前 記 ス イ ッ チ 等 を 設 け て い
る の で 、 こ れ を 検 出 す る こ と で キ ー 操 作 部 ３ 、 サ ブ キ ー 操 作 部 ４ の 入 力 受 付 を 禁 止 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 収 納 状 態 に な る と 第 ２ 筐 体 ２ と 第 １ 筐 体 １ が ロ ッ ク さ れ る が 、 こ の 時 の ロ ッ ク ボ タ
ン ９ 又 は ロ ッ ク 爪 ９ ａ の 動 作 を 検 出 し 、 キ ー 操 作 部 ３ 、 サ ブ キ ー 操 作 部 ４ の キ ー 入 力 受 付
の 禁 止 を 解 除 す る 。 あ る い は 、 セ ン サ １ ０ に よ り 伸 長 状 態 で な い こ と が 検 出 さ れ て か ら 所
定 時 間 後 に キ ー 入 力 受 付 の 禁 止 を 解 除 し て も よ い 。 尚 、 こ の 所 定 時 間 も 上 記 と 同 様 の 効 果
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 筐 体 １ と 第 ２ 筐 体 ２ と は 矢 印 Ａ 、 Ｂ 方 向 に 直 線 的 に ス ラ イ ド
す る も の で あ っ た が 、 第 １ 筐 体 １ と 第 ２ 筐 体 ２ と を ピ ボ ッ ト を 使 っ た 回 転 ス ラ イ ド 可 能 に
連 結 し た 構 造 に 適 用 し て も よ い 。 そ の 場 合 に も 、 収 納 状 態 と 伸 長 状 態 を 得 る こ と が で き る
。 更 に 、 回 転 ス ラ イ ド 構 造 の 場 合 は キ ー を 押 し 続 け る よ り は 短 く 押 す 場 合 が 多 い の で 、 入
力 禁 止 時 間 を 短 く し た 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 キ ー 操 作 部 ３ 及 び サ ブ キ ー 操 作 部 ４ の キ ー 入
力 受 付 を 禁 止 し て い る が 、 誤 入 力 の 多 い サ ブ キ ー 操 作 部 ４ の キ ー 入 力 受 付 の み 禁 止 す る よ
う に し て も よ い 。 又 、 ス ラ イ ド 構 造 に お い て は 、 一 度 キ ー を 押 す と 収 納 、 伸 長 す る ま で 離
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さ な い の で 、 キ ー 入 力 受 付 禁 止 期 間 中 に 一 度 キ ー が 押 さ れ る と 、 キ ー 押 下 が 離 れ た 後 は 入
力 を 受 付 け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 可 動 側 の 第 １ 筐 体 １ に 指 を 当 て て ス ラ イ ド さ せ る
と き に 誤 っ て キ ー が 押 さ れ て も 誤 動 作 す る こ と の な い 、 そ の 場 合 、 ユ ー ザ に 余 計 な キ ー ロ
ッ ク 操 作 を さ せ る 必 要 の な い 携 帯 通 信 端 末 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 の 収 納 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 さ れ る と 、 少 な く と も 上
部 筐 体 の キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る よ う に し た の で 、 可 動 側 の 上 部 筐 体 を 指 で 押 し て 収 納
状 態 か ら 伸 長 状 態 に ス ラ イ ド さ せ る と き に 誤 っ て キ ー が 押 さ れ て し ま っ て も 誤 動 作 す る こ
と が な い 。 ま た 、 ユ ー ザ に キ ー ロ ッ ク 操 作 を さ せ る こ と な く 、 自 然 な 動 作 で 誤 動 作 を 防 ぐ
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 収 納 状 態 の ロ ッ ク 解 除 か ら 伸 長 状 態 に な る ま で 前 記 キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る こ と
が で き る 。
ま た 、 伸 長 状 態 の セ ン サ を 設 け る こ と な く 、 収 納 状 態 の ロ ッ ク 解 除 か ら 所 定 時 間 後 ま で 前
記 キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 上 部 筐 体 と 下 部 筐 体 の 伸 長 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 さ れ る と 、 少 な く と も 上 部 筐 体 の キ
ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る よ う に し た の で 、 可 動 側 の 上 部 筐 体 を 指 で 引 い て 伸 長 状 態 か ら 収
納 状 態 に ス ラ イ ド さ せ る と き に 誤 っ て キ ー が 押 さ れ て し ま っ て も 誤 動 作 す る こ と が な い 。
さ ら に 、 ユ ー ザ に キ ー ロ ッ ク 操 作 を さ せ る こ と な く 、 自 然 な 動 作 で 誤 動 作 を 防 ぐ こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 伸 長 状 態 の ロ ッ ク 解 除 か ら 収 納 状 態 に な る ま で 前 記 キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る こ と
が で き る 。
ま た 、 収 納 状 態 の セ ン サ を 設 け る こ と な く 、 伸 長 状 態 の ロ ッ ク 解 除 か ら 所 定 時 間 後 ま で 前
記 キ ー 入 力 の 受 付 を 禁 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 可 動 側 の 第 １ 筐 体 １ に 指 を 当 て て ス ラ イ ド さ せ る と き に
誤 っ て キ ー が 押 さ れ て も 誤 動 作 す る こ と の な い 携 帯 通 信 端 末 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る ス ラ イ ド 式 携 帯 端 末 の 収 納 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る ス ラ イ ド 式 携 帯 端 末 の 伸 長 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る ス ラ イ ド 式 携 帯 端 末 の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 第 １ 筐 体 、 ２ ： 第 ２ 筐 体 、 ３ ： キ ー 操 作 部 、 ４ ： サ ブ キ ー 操 作 部 、 ９ ： ロ ッ ク ボ タ ン
、 ９ ａ ： ロ ッ ク 爪 、 １ ０ ： セ ン サ 、 １ １ ： 凸 部 、 １ ２ ： 凹 部 、 ２ １ ： Ｃ Ｐ Ｕ 、 ２ ２ ： 通 信
部 、 ２ ３ ： 携 帯 電 話 機 Ｐ Ｄ Ａ 機 能 部 、 ２ ５ ： 操 作 部 、 ２ ６ ： ロ ッ ク ・ 解 除 検 出 部 、 ２ ７ ：
ロ ッ ク 機 構 、 ２ ８ ： キ ー 入 力 受 付 禁 止 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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